
 

 

 

 

 

 

 

 

給水装置の分岐配管工事の手引き 
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〔はじめに〕 

  この手引きは、本市の「給水装置工事施行基準」をもとに、「配水管の分岐部から第１

止水栓まで」の給水装置を中心として、管種、口径、配水管からの標準的な分岐方法、使

用材料等について記載したものである。また、本手引内の第 1 止水栓とは、宅地内に設置

する 1 つ目の甲止水栓又は仕切弁を指し、分岐とは、配水管への取付口を指す。 

 
１ 管種 

  使用する管種は、分岐・引込管口径φ20ｍｍ又はφ25ｍｍの場合、分岐から第１止水栓

（甲止水栓）までは、水道用ポリエチレン１種二層管（ＰＰ）を、それ以降からメーター

までは、ＨＩＶＰを使用するものとする。 

分岐・引込管口径φ50ｍｍの場合、分岐から第１止水栓（仕切弁）までは、配水用ポリ

エチレン管（ＨＰＰＥ）を、それ以降からからメーターまでは、配水用ポリエチレン管（Ｈ

ＰＰＥ）、ＳＧＰ－ＶＢ・ＳＧＰ－ＶＤ又はＨＩＶＰを使用するものとする。 

分岐・引込管口径φ75ｍｍの場合、分岐から第１止水栓（仕切弁）までは、配水用ポリ

エチレン管（ＨＰＰＥ）又はＧＸ形ダクタイル鋳鉄管を、それ以降からメーターまでは、

配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）、ダクタイル鋳鉄管又はＳＧＰ－ＶＢ・ＳＧＰ－ＶＤを

使用するものとする。 

分岐・引込管口径φ100ｍｍ以上の場合、分岐から第１止水栓（仕切弁）までは、ＧＸ

形ダクタイル鋳鉄管を、それ以降からメーターまでは、ダクタイル鋳鉄管又はＳＧＰ－Ｖ

Ｂ・ＳＧＰ－ＶＤを使用するものとする。 

ただし、現場の状況によりこれにより難い場合、上下水道部と協議の上、施工すること。 

 

２ 口径 

配水管から分岐する給水引込管の口径は、原則として、分岐する配水管の口径より小さ

い口径とする。また、給水引込管の最小口径は、φ20ｍｍとする。 

 

３ 配水管からの分岐方法 

  配水管からの分岐は、分岐・引込管口径φ20ｍｍ又は 25ｍｍの場合、サドル分水栓によ

るものとする。 

分岐・引込管口径φ50ｍｍの場合、不断水割Ｔ字管（副弁付）とする。ただし、配水管

の口径がφ100ｍｍ以下の場合は、中口径サドル分水栓（Ａ型ボール式）を使用すること

ができる。 

分岐・引込管口径φ75ｍｍ以上の場合、不断水割Ｔ字管（ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁付）によるもの

とする。 

  ただし、現場の状況によりこれにより難い場合、上下水道部と協議の上、施工すること。 

 

４ 給水装置の配管材料等 

  上下水道部の承認する別紙「生駒市水道事業使用材料標準規格表」記載材料を使用する

ものとし、別図「給水装置標準配管図」により施工すること。なお、第１止水栓２次側以

降については、ＪＷＷＡ（日本水道協会規格）、ＪＩＳ（日本工業規格）、ＪＤＰＡ（日本

ダクタイル鉄管協会規格）、ＰＴＣ（配水用ポリエチレンパイプシステム協会規格）の材料

を使用するものとする。 

ただし、現場の状況によりこれにより難い場合、上下水道部と協議の上、施工すること。 



ﾒｰﾀｰ口径
（mm）

分岐・引込管
口径（mm）

分岐方法 分岐部継手 使用管種（分岐～第１止水栓）
第１止水栓
１次側継手

第１止水栓 使用管種（第1止水栓～ﾒｰﾀｰ）

φ13

φ20

φ25 φ25

φ40 SGP－VB・VD、HIVP

φ50 HPPE、SGP－VB・VD、HIVP

φ75 φ75
・不断水割Ｔ字管
（ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁付）

・ＥＦフランジ短管（ＧＦ
形）又はフランジ短管
（ＧＦ形）〔不断水割Ｔ
字管とＨＰＰＥとの継
手〕
・ＧＸ形短管1号（ＧＦ
形）又はＧＸ形短管2
号（ＧＦ形）〔不断水割
Ｔ字管とGX形ダクタイ
ル鋳鉄管との継手〕

・配水用ポリエチレン管（HPPE)
・GX形ダクタイル鋳鉄管

・ＥＦフランジ短管（ＧＦ
形）又はフランジ短管
（ＧＦ形）〔ＨＰＰＥと仕
切弁との継手〕
・ＧＸ形短管1号（ＧＦ
形）又はＧＸ形短管2
号（ＧＦ形）〔GX形ダク
タイル鋳鉄管と仕切
弁との継手〕

HPPE、ダクタイル鋳鉄管、
SGP－VB・VD

φ100以上 φ100以上
・不断水割Ｔ字管
（ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁付）

・ＧＸ形短管1号（ＧＦ
形）又はＧＸ形短管2
号（ＧＦ形）〔不断水割
Ｔ字管とGX形ダクタイ
ル鋳鉄管との継手〕

・GX形ダクタイル鋳鉄管

・ＧＸ形短管1号（ＧＦ
形）又はＧＸ形短管2
号（ＧＦ形）〔GX形ダク
タイル鋳鉄管と仕切
弁との継手〕

ダクタイル鋳鉄管、
SGP－VB・VD

　　　※配水管の分岐部から第1止水栓（甲止水栓・仕切弁）については、生駒市上下水道部の承認する別紙「生駒市水道事業使用材料標準規格表」記載材料を使用のこと。
          なお、第1止水栓（甲止水栓・仕切弁）以降については、  ＪＷＷＡ（日本水道協会規格）、ＪＩＳ（日本工業規格）、ＪＤＰＡ（日本ダクタイル鉄管協会規格）、ＰＴＣ（配水用ポリエチレンパイプシステム
　　　　協会規格）の材料を使用するものとする。

　　　※φ50ｍｍのメーター前後の継手について、使用管種がＨＰＰＥの場合は、上水フランジ及びＥＦスクリュージョイント（オネジソケット）を使用のこと。

　　　※φ75ｍｍのメーター前後の継手について、使用管種がダクタイル鋳鉄管の場合は、短管1号（形式１RＦ形）又は短管2号（形式１RＦ形）を使用のこと。
　　　　また、使用管種がＨＰＰＥの場合は、ＥFフランジ短管（形式１RＦ形）又はフランジ短管（形式１RＦ形）を使用のこと。

　　　※φ100ｍｍ以上のメーター前後の継手について、使用管種がダクタイル鋳鉄管の場合は、短管1号（形式１RＦ形）又は短管2号（形式１RＦ形）を使用のこと。

φ50
・不断水割Ｔ字管（副弁付）
・中口径サドル分水栓（但し、配水
管φ100ｍｍ以下の場合に可能）

・ＥＦフランジ短管（ＧＦ
形）又はフランジ短管
（ＧＦ形）〔不断水割Ｔ
字管とＨＰＰＥとの継
手〕
・ＥＦｽｸﾘｭｰｼﾞｮｲﾝﾄ(ﾕﾆ
ｵﾝｿｹｯﾄ)〔中口径サド
ル分水栓とＨＰＰＥと
の継手〕

・配水用ポリエチレン管（HPPE)

・ＥＦフランジ短管（ＧＦ
形）又はフランジ短管
（ＧＦ形）〔ＨＰＰＥと仕
切弁との継手〕

・仕切弁
（ｿﾌﾄｼｰﾙ不可）
※ﾎﾞｯｸｽは
 ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ規
格

分岐給水引込管口径・管種・分岐方法等

φ20

・サドル分水栓 ・PP分止水栓用
・水道用ポリエチレン1種二層管
（PP）

・PPﾒｰﾀｰ用
　又は60°ﾍﾞﾝﾄﾞ

・甲止水栓
※ﾎﾞｯｸｽは
  止水栓ﾎﾞｯｸｽ

HIVP



※第１止水栓は、原則敷地内に設置すること。

（※配管材料については、別紙「生駒市水道事業使用材料標準規格表」記載材料を使用のこと。第1止水栓以降はJWWA、ＪＩＳ、JDPA又はPTC規格の材料を使
用のこと）

※サドル分水栓～甲止水栓間は、ロケーティングワイヤーを布設すること。また、道路部分は、下層路盤と埋め戻し土の間（道路面の約30ｃｍ下）に埋設明示シート
を布設すること。

※メーター口径φ13ｍｍの場合、給水引込管口径はφ20ｍｍで行い、第１止水栓２次側でφ13ｍｍに口径を変更すること。また、φ13ｍｍメーター２次側には、伸
縮管を使用すること。

給水装置 標準配管図 【ＰＰ】

〔メーター口径 φ１３・２０・２５ｍｍの場合〕

※サドル分水栓には、密着コアを使用すること。

水栓へ

既設配水管
サドル分水栓
（密着コア付）

φ20又はφ25 ＰＰ１種二層管

ＰＰ分止水栓用 ＰＰメーター用又は
６０°ベンド

甲止水栓

ＨＩＶＰ

直結バルブ・メーター

第１止水栓

←道路境界線



〇不断水割Ｔ字管（副弁付）での分岐の場合

〇中口径サドル分水栓での分岐の場合

※給水引込管口径はφ50ｍｍで行い、第１止水栓２次側でφ40ｍｍに口径を変更すること。

※第１止水栓ボックスにはレジンコンクリート規格、スリースバルブボックスにはレジンコンクリート規格又はコンクリート規格を使用のこと。

※メーター２次側には、伸縮管を使用すること。

※第１止水栓は、原則敷地内に設置すること。

（※配管材料については、別紙「生駒市水道事業使用材料標準規格表」記載材料を使用のこと。第1止水栓以降はJWWA、ＪＩＳ、JDPA又はPTC規格の材料を使
用のこと）

※配水管分岐部～第１止水栓（仕切弁）間は、ロケーティングワイヤーを布設し、管明示テープを１ｍごとに管に巻き付けること。また、道路部分は、下層路盤と埋め
戻し土の間（道路面の約30ｃｍ下）に埋設明示シートを布設のこと

給水装置 標準配管図 【ＨＰＰＥ】

〔メーター口径 φ４０ｍｍの場合〕

水栓、受水槽へ

既設配水管

不断水割Ｔ字管（副弁付）
φ50で分岐

φ50仕切弁（ソフトシール不可）

φ50 ＨＰＰＥ

φ40メーター

φ40スリースバルブφ40 ＳＧＰ－ＶＢ・ＶＤ、ＨＩＶＰ

←道路境界線

第１止水栓

第１止水栓

サドル分水栓φ50
（密着コア付）

既設配水管
（但しφ100ｍｍ以下） φ50仕切弁（ソフトシール不可）

φ40メーター

φ50 ＨＰＰＥ φ40スリースバルブ

水栓、受水槽へ

←道路境界線 φ40 ＳＧＰ－ＶＢ・ＶＤ、ＨＩＶＰ

φ40伸縮管

φ40伸縮管



〇不断水割Ｔ字管（副弁付）での分岐の場合

〇中口径サドル分水栓での分岐の場合

※第１止水栓ボックスにはレジンコンクリート規格、スリースバルブボックスにはレジンコンクリート規格又はコンクリート規格を使用のすること。

※第１止水栓は、原則敷地内に設置すること。

※メーターφ50ｍｍの前後の継手について、使用管種がＨＰＰＥの場合は、上水フランジ及びＥＦスクリュージョイント（オネジソケット）を使用のこと。

給水装置 標準配管図 【ＨＰＰＥ】

（※配管材料については、別紙「生駒市水道事業使用材料標準規格表」記載材料を使用のこと。第1止水栓以降はJWWA、ＪＩＳ、JDPA又はPTC規格の材料を使
用のこと）

〔メーター口径 φ５０ｍｍの場合〕

※配水管分岐部～第１止水栓（仕切弁）間は、ロケーティングワイヤーを布設し、管明示テープを１ｍごとに管に巻き付けること。また、道路部分は、下層路盤と埋め
戻し土の間（道路面の約30ｃｍ下）に埋設明示シートを布設すること。

水栓、受水槽へ

既設配水管

不断水割Ｔ字管（副弁付）
φ50で分岐

φ50仕切弁（ソフトシール不可）

φ50 ＨＰＰＥ

φ50メーター

φ50スリースバルブφ50 ＨＰＰＥ、ＳＧＰ－ＶＢ・ＶＤ、
ＨＩＶＰ

←道路境界線

第１止水栓

第１止水栓

サドル分水栓φ50
（密着コア付）

既設配水管
（但しφ100ｍｍ以下）

φ50仕切弁（ソフトシール不可） φ50メーター

φ50 ＨＰＰＥ φ50スリースバルブ

水栓、受水槽へ

←道路境界線

φ50 ＨＰＰＥ、ＳＧＰ－ＶＢ・ＶＤ、
ＨＩＶＰ



※第１止水栓ボックスにはレジンコンクリート規格、スリースバルブボックスにはレジンコンクリート規格又はコンクリート規格を使用すること。

※第１止水栓は、原則敷地内に設置すること。

給水装置 標準配管図 【ＨＰＰＥ・ＧＸ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管】

（※配管材料については、別紙「生駒市水道事業使用材料標準規格表」記載材料を使用のこと。第1止水栓以降はJWWA、ＪＩＳ、JDPA又はPTC規格の材料を使
用のこと）

〔メーター口径 φ７５ｍｍの場合〕

※配水管分岐部～第１止水栓（仕切弁）間は、管明示テープを１ｍごとに管に巻き付け、ポリエチレンスリーブによる管被覆を行い、ロケーティングワイヤーを布設す
ること。また、道路部分は、下層路盤と埋め戻し土の間（道路面の約30ｃｍ下）に埋設明示シートを布設すること。

※φ75ｍｍのメーター前後の継手について、使用管種がダクタイル鋳鉄管の場合は、短管1号（形式１RＦ形）又は短管2号（形式１RＦ形）を使用のこと。
また、使用管種がＨＰＰＥの場合は、ＥFフランジ短管（形式１RＦ形）又はフランジ短管（形式１RＦ形）を使用のこと。

水栓、受水槽へ

既設配水管

不断水割Ｔ字管
（ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁付）
φ75で分岐

φ75仕切弁（ソフトシール不可）

φ75 ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管、

ＨＰＰＥ

φ75メーター

φ75スリースバルブφ75 ダクタイル鋳鉄管、

ＨＰＰＥ、ＳＧＰ－ＶＢ・ＶＤ

←道路境界線

第１止水栓



※第１止水栓ボックスにはレジンコンクリート規格、スリースバルブボックスにはレジンコンクリート規格又はコンクリート規格を使用すること。

※第１止水栓は、原則敷地内に設置すること。

※φ100ｍｍ以上のメーター前後の継手について、使用管種がダクタイル鋳鉄管の場合は、短管1号（形式１RＦ形）又は短管2号（形式１RＦ形）を使用のこと。

給水装置 標準配管図 【ＧＸ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管】

（※配管材料については、別紙「生駒市水道事業使用材料標準規格表」記載材料を使用のこと。第1止水栓以降はJWWA、ＪＩＳ、JDPA又はPTC規格の材料を使
用のこと）

〔メーター口径 φ100ｍｍ以上の場合〕

※配水管分岐部～第１止水栓（仕切弁）間は、管明示テープを１ｍごとに管に巻き付け、ポリエチレンスリーブによる管被覆を行い、ロケーティングワイヤーを布設す
ること。また、道路部分は、下層路盤と埋め戻し土の間（道路面の約30ｃｍ下）に埋設明示シートを布設すること。

水栓、受水槽へ

既設配水管

不断水割Ｔ字管
（ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁付）
φ100以上で分岐

φ100以上仕切弁（ソフトシール不可）

φ100以上

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管

φ100以上メーター

φ100以上スリースバルブφ100以上 ダクタイル鋳鉄管、

ＳＧＰ－ＶＢ・ＶＤ

←道路境界線

第１止水栓


